

















































































































































共同炊事に能動的に関与していく側面に着目した．主たるデータは、2003 年から 2007 年
にかけて当該地域で行ったインタヴュー調査の記録と現地や関連機関で収集した文献資料
である． 
氏家町では，大規模農家の女性たちが生活改善クラブ「野菊会」を組織し、農繁期の「ま
かない」等の炊事負担を減らすために行政に働きかけ，1955年より役場が有償で一括して
炊事を請け負う形態の共同炊事が実施された．これは女性たちが炊事の共同的外部化を実
現した先鋭的な試みだった．だが，その後の農業の機械化に伴って共同炊事が終息すると，
労働量が軽減された氏家町の女性たちは各家庭の家事専従者（の近似的タイプ）へと帰着
していった． 
零細農家が多い喜連川町における共同炊事は，農繁期の炊事負担の軽減・効率化といっ
た動機に乏しく，むしろ女性らが地域によって決められた農休日を活用して「楽しみ」と
して行う自律性の高い実践へと継続的に展開していった．彼女らは生活改善クラブ「木の
実会」のメンバーを中心に 1961年ごろから共同炊事を実践し、家事労働の場を共有する中
で，家父長制下での厳しい労働条件から一時的ではあれ離脱を果たしたり，イエの枠を越
えて水平的につながったりしながら，共同化の契機を作り上げていった．結果として彼女
らは，家庭毎に分断された家事労働への専従に必ずしも帰着しない横断的な労働状況や社
会関係を，地域社会に一定程度作り上げることに成功した． 
 
以上みてきたとおり本稿は、戦後日本の「高度経済成長期」における家政学的な教育実
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践と「家事労働者」形成のプロセスとの関係性について、学校空間と地域社会を焦点とし
て、教育社会学的観点からの考察を進めてきた．最後にこの作業が、今後の（教育）社会
学に対してどのような展望を拓くのかを二点確認しておく． 
一点目として本研究は、学校空間（職業教育の現場）と労働現場の接合関係をより広い
社会的文脈の中で捉えようとする近年の社会学的方法論を取り入れながら、＜家政学教育
とジェンダー＞という主題を社会学的な分析の遡上に乗せようとしてきた．そのため本稿
では、財界・官界・労働組合の動向、労働市場の動向、女性労働をめぐる言説状況といっ
た、学校をめぐるさまざまな力関係を視野に入れるとともに、＜制度化されたカリキュラ
ム＞だけでなく＜隠れたカリキュラム＞の次元をも対象としながら、学校における家政学
的教育の中長期的な効果をも考慮に入れた分析を進めてきた． 
二点目として本研究は、女性の労働編成（の変容過程）の複合性・重層性に自覚的な近
年の社会学的研究を参照しながら、家政学的知が描く理想像（「主婦」像）と、家政学的介
入の対象となった女性たちの実際の労働過程（家事労働・家内生産労働・給与労働の具体
的な編成状況）を、明確に弁別するように努めつつ、＜家政学教育と農村女性＞という主
題を社会学的分析の遡上に乗せてきた．具体的には、農家の嫁がイエの中で置かれた立場、
彼女たちが利用可能な社会的・経済的資源といった、農村女性をめぐるさまざまな力関係
を考慮しつつ、家政学的な知の「読み替え」や流用といった能動的側面をも視野に入れな
がら、地域社会を拠点に農村女性たちが（家事）労働の場に「解放」や「連帯」への契機
を作り出していく側面をも浮かび上がらせた． 
以上の試みは、家政学教育を主題としながら、方法論的にも研究領域的にも、教育社会
学・地域（農村）社会学・ジェンダーの社会学・家族社会学の結節点に位置している．見
方を変えれば、家政学教育を主題としながら、方法論的にも研究領域的にも、これら従来
の分野が看過してきた側面に光を当てるとともに、これらの研究分野がそれぞれ自明視し
がちであった概念（学校空間・農村社会・「主婦」・「近代家族」）を、一定程度相対化する
ものであったといえよう． 
